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学生チームが「Tongaliビジネスプラン
コンテスト2023」で優秀賞(2位)等を受賞

令和5年6月17日（土）

自然科学技術研究科の学生が
VR/ARの国際大会で大賞を受賞

令和5年4月16日（日）

学生チームが「愛知県大学対抗ハッカソン 
"HackAichi＋2023"」で最優秀賞等を受賞

令和5年9月9日（土）

本学男女共同参画推進室は岐阜市教育委員会の探究学
習事業「ぎふMIRAI's」と連携し、「ぎふ理系女子はばたき応
援プロジェクト」の取り組みの一環として大学見学会を開催
し、岐阜市立長良中学校２年生101名が参加しました。本プ
ロジェクトでは、岐阜県内の女子中高生や保護者、教員に向
けてさまざまな取り組みを企画しています。取り組みの詳細
についてはぎふ理系女子はばた
き応援プロジェクトHP（https://
www1.gifu-u.ac.jp/~habataki/）
をご覧ください。

「ぎふ理系女子はばたき
応援プロジェクト」大学見学会を
開催しました 令和5年6月15日（木）

講堂にて本学の創立記念日行事を開催。式典では、中
京大学教養教育研究院の風間教授による講演「DEIB宣
言～岐阜大学の今とこれから～」のほか、工学部リム教
授、応用生物科学部山根准教授、地域科学部在学生加藤
さんおよび教育学部卒業生松原さんによる「多様性・公
正性・包摂性・帰属感 を考え
る」をテーマに自身の経験等
を踏まえたリレートーク＆
フリーディスカッションなど
が行われました。

創立74周年記念日行事を
開催しました 令和5年6月1日（木）

東海国立大学機構は、文部科学省「大規模学術フロ
ンティア促進事業」として「ヒューマングライコームプ
ロジェクト（英語名：Human Glycome Atlas Project：
HGA）」（代表：門松健治 東海国立大学機構・理事）を推
進しており、糖鎖生命コア研究所 岐阜研究棟はプロ
ジェクトの中核拠点となるものです。7月19日には永
岡桂子文部科学大臣が現地を
視察し、糖鎖研究に携わる学
生との交流会などが行われま
した。

糖鎖生命コア研究所 岐阜研究棟を
開所しました 令和5年5月15日（月）

総務省東海総合通信局と東海情報通信懇談会が実施
する令和5年度「電波の日・情報通信月間」記念式典に
おいて、本学が「東海情報通信懇談会会長表彰」を受賞。
岐阜大学医学部附属病院腫瘍外科と岐阜大学医学教育
開発研究センター（MEDC）との共同
研究である、医師による手術映像と
同時に教員が字幕解説する授業につ
いて、5Gを活用して高精細な遠隔授
業を可能にしたことが高く評価され
ました。

本学が「東海情報通信懇談会会長
表彰」を受けました 令和5年6月1日（木）

岐阜大学フォーミュラレーシングが「学生フォーミュラ
日本大会2023」において総合3位を獲得

令和5年9月2日（土）

本学教育学研究科を修了した赤松諒一さんが日本陸上競技
選手権大会で初優勝および世界陸上競技選手権大会で8位入賞

令和5年9月14日（木）

岐阜大学の
学生が各種表彰を

受けました

本学は、業務系ビジネスシステムなどを手掛けるSky株
式会社とのネーミングライツ（命名権）契約に基づき、図書
館１階の学習スペース、アカデミック・コアの愛称を「Sky 
ACADEMIC CORE」に決定しました。ネーミングライツ
制度を導入して以来初の契約となります。岐阜大学とSky
株式会社はこの愛称が多
くの学生に定着するよう努
め、教育研究環境の一層の
充実に取り組んでまいりま
す。

図書館１階アカデミック・コアの愛称が
「Sky ACADEMIC CORE」に
決まりました 令和5年10月1日（日）

本学講堂にて、脳科学者の茂木健一郎氏、経営者の塩野
誠氏、吉田和弘学長の3者による鼎

ていだん

談を開催。学内外から
約280名が参加し、Glocal Lesson*でのリアルタイム配信
では約100名が聴講しました。本学がインド工科大学グ
ワハティ校やマレーシア国民大学と実施するジョイント・
ディグリープログラムなどについて活発な議論が交わされ
たほか、3者より学生に熱いエー
ルが送られました。

*�岐阜大学グローカル推 進 機 構が 提
供するオンライン学習プラットフォーム

（https://www.gu-glocal.com）

国際月間特別シンポジウム「グローバル化は我 を々どこに導くの
か―ChatGPT時代を生き残れ！国際化に必要な能力は本当に
英語なのか？―」を開催しました 令和5年10月31日（火）

本協定では、本学と安八町が、多様な分野で包括的に緊
密な協力関係を築き、持続的・発展的に一層連携を深める
ことにより、活力ある地域社会の形成・発展及び未来を担
う人材育成に寄与することを目的としています。今後、本
学と安八町は、人材育
成及び公共交通、交流
人口に関することを中
心に連携を深め、地域
創生に向けて共に取
り組んでいきます。

安八町と連携に関する協定を
締結しました

令和5年10月31日（火）

本学のファンやステークホルダーを対象に、相互の交
流・連携を深め、持続可能な相互関係の構築及び相互支援
に資する取り組みとして、大学全体としては初となるホー
ムカミングデイを本学講堂にて実施。株式会社岐阜新聞
社社主・代表取締役 
杉山涼子氏による一
般市民向けの特別講
演のほか、OBや在校
生による活動報告な
どが行われました。

第1回岐阜大学ホームカミングデイ
2023を開催しました

令和5年11月3日（金・祝）

本シンポジウムは、学生の「日本酒文化」を実践的に学ぶ
機会の創出を目的とし、岐阜県酒造組合連合会と岐阜県食品
科学研究所との共催にて平成25年度から開催しています。
令和2年から3年間、コロナ禍の影響で残念ながら開催され
ませんでしたが、今回、4年ぶり8回目の開催となり、約150
名が参加しました。

「酒と食の文化の実践的理解」
シンポジウムを開催しました

令和5年7月8日（土）

岐阜大学農学部・応用生物科学部
創立100周年記念行事を
開催しました 令和5年6月3日（土）

「岐阜大学農学部・応用生物科学部創立100周年記念行
事」を開催し、記念講演会、記念植樹式、最古の日本製ト
ラクター復活デモンストレーション、創立100周年記念式
典及び創立100周年記念祝賀会を実施。祝賀会では、応用
生物科学部と岐阜県食品科学研究所のコラボレーション
によるクラフトビール「多
望之春-各務」のお披露目
があり、参加者に振舞われ
ました。
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